
平
樺
市
畠
曹
、
富
の
地
下
京
護
霊
下
、
井
戸
護
担
増
潟
の
傾
向
一
か
ら
み
る
と
、
劉
葬
お
き
る
宮
警
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
歯
車
豊
富
吉
れ
る
沈
下
謀
容
量
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市
開
発
課
は
、
市
制
民
十
潟
年
壱
記
念
し
て
、
十
品
年
度
か
ら
五
十
一
年
度
ま
で
五
か
年
問
。
地
説
草
早
熟
で
、
潟

甫
平
中
腹
了
八
品
川
に
，i
乎
祭
説
明
一
d

を
つ
〈
る
。

ζ
の
子
棋
の
諜
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
一
場
、
師
向
島
箇
、
槙
樹
観
察

路
、
開
閉
翠
広
場
、
木
登
り
広
場
な
ど
、

ζ
♂
も
た
ち
が
{
自
然
に
か
え
っ
て
考
へ
る
湯
割
聞
が
い
っ
ぱ
い
だ
.

や

へ
ク
タ

i
y

6
月
刊
山
田
か
ら
第
一
一
回
等
蒸
公
募
康

平
塚
宇
高
宙
船
瑳
括
協
議
会
主
樹
、

市
制
凶
十
周
岸
記
念
事
桑
田
一
っ
と
一
場
所
は
、
自
然
巴
樹
木
に
慰
ま
れ
た
一
②
野
購
函
・
ζ
白
地
帯
一
帯
が
禁
猟
ぼ

し
て
、
船
橋
平
中
援
に
M
ヂ
棋
の
諜
H

一
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
、
と
ど
も
た
ち
一
で
、
野
鳥
田
穏
頚
が
多
い
こ
と
か
ら
、

主
演
さ
む
令
今
秋
告
主
、
五
十
二
が
自
然
に
か
え
ヮ
で
、
重
り
や
植
物
一
乙
白
一
帯
長
が
な
る
樹
木
を
植
え
込

年
度
ま
で
継
続
響
楽
と
し
て
一
一
千
五
言
一
観
察
す
る
に
は
絶
好
な
と
ζ
ろ
.
一
み
、
自
黙
の
一
野
鳥
壱
あ
っ
砲
、
出
掛
矯
の

万
同
門
事
上
、
昭
和
主
主
主
に
は
一
地
形
提
践
に
向
か
っ
て
急
留
に
一
量
、
館
時
台
、
パ
:
ド
パ
ス
な
ど

野
鳥
が
調
咋
ひ
か
い
、

ζ
ど
も
た
ち
が
由
一
な
っ
て
お
り
、
区
域
内
田
一
自
然
白
樹
木
一
吾
設
け
、
野
鳥
の
生
息
壱
観
察
で
き
る

然
を
揺
し
む
夢
の
あ
る
楽
麗
が
お
島
見
一
壱
そ
の
ま
ま
揖
し
、
自
然
自
環
境
壱
破
一
ょ
う
乎
供
白
森
川
仏
マ
y
チ
し
た
教
育
白

え

す

る

。

一

壊

し

な

い

よ

う

、

委

書

室

刈

り

一

場

に

も

な

る

。

一

室

筈

君

、

市

内

町

会

車

害

対

一

近

一

語

、

測

定

皇

室

長

で

、

子
棋
の
諜
の
予
定
地
は
、
平
警
が
孟
露
や
展
望
広
場
の
整
備
品
章
一
⑦
車
・
欄
轟
聾
・
覇
市
出
に
縦
菩
排
気
ガ
ス
の
襲
測
定
を
行
な
一
れ
一
車
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
f議

布

Za

す
で
に
少
年
白
キ
ヤ
ジ
プ
一
場
と
し
て
利
一
る
方
針
だ
。
来
事
ど
ろ
に
は
、
量
一
横
福
一
・
話
土
一
日
一
露
量
一
ぅ
。
よ
さ
し
て
い
る
。
す
と
き
・
査
一
一
五
割
(
木
)

用
し
て
い
る
高
簡
議
員
企
画
一
容
量
議
路
も
で
き
あ
が
る
の
で

τ、
出
覇
気
君
、
そ
れ
ぞ
れ
一
わ
が
零
大
気
持
詣
援
要
望
一
ぜ
ひ
、
あ
な
た
白
雪
、
金
量
一
一
景
品
時

、
で
、
湘
南
平
か
ら
号
、
北
西
に
拘
置
一
こ
ど
も
た
ち
ゐ
雪
い
歓
声
が
雪
中
一
也
施
設
に
通
じ
る
よ
う
語
路
喜
一
さ
れ
立
て
撃
を
経
過
し
た
が
、
一
も
議
へ
無
料
測
定
に
お
い
す
だ
き
一
マ
嘉
審
議

融
西
宮
山
川
、
道
路
沿
い
約
八
百
針
。
と
一
に
こ
だ
ま
古
品
目
も
近
い
e
工
事
は
笠
一
寸
る
e

一
近
年
に
な
っ
て
、

g動
車

排

気

ガ

ス

に

一

い

・

↑

と
ろ
で
、
現
況
は
函
輔
に
し
て
一
-
八
一
年
計
震
で
進
め
ら
れ
る
が
、
主
な
施
設
一
堂
た
、
圏
内
の
豊
富
な
樹
木
、
撹
鞠
一
よ
る
大
気
由
時
山
染
も
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
一
敬

乏
か
@
一
は
次
の
と
お
り
。
一
に
名
札
長
付
け
、
散
策
し
な
が
ら
額
損
一
ア
ッ
プ
さ
れ
、
規
制
が
強
化
さ
れ
た
.

J
け
れ
1
吋
対
日
料
開
出
一
①
キ
ャ
シ
ブ
場
・
混
在
白
キ
ャ
ジ
プ
場
一
で
き
る
嬰
外
教
育
と
し
て
の
揚
と
も
な
一
乙
れ
に
と
も
な
っ
て
、
昭
和
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出
十
在
日
午

患

湯

量

必
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(

約

一

一

一

千
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方
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壱

再

建

家

族

一

る

よ

う

務

議

す

る
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二

月

5
酸
化
撃
に
か
か
る
環
境

V
Mふ
た

時

ν布
一
一
ぐ
る
み
楽
し
宮
共
同
炊
事
署
捜
克
志
霊
広
場
・
霊
員
長
義
高
一
重
み
設
定
さ
れ
、
八
月
語
、

g

r
/
/付
ι

E
一
一
る
a

m

一
昭
一
一
討
の
合
理
遠
く
笛
高
、
一
撃
の
排
気
ガ
ス
宮
一
警
護

J

p

f

兆
九
γ
/

〆
%
1旬、E

r
-
-

h
匂
w
d
F
i
R

-一
r
d
3、川

t
ら

v
J
"
z

v

明

.
0
J
F
J

e
r一
4
0
1
7

一

湘
南
平
頂
上
か
ら
宇
供
の
需
を
緩
む
F

こ
の
山
由
北

側
部
分
に
耳
年
度
か
向
通
戚
が
は
じ
め
ら
れ
る
。

か
一
二
O
O
z
m

-
市
都
市
部
発
部
開
発
諜
で
は
、
平
塚
一
域
内
白
土
沼
田
所
有
権
者
が
借
地
語
者
一
で
く
だ
さ
い
e

都
市
計
画
霊
蕪
+
斑
民
画
整
理
事
業
一
(
揮
出
刑
者
が
死
亡
の
場
合
相
続
人
)
一
諮
問
護
人
目
決
定
〕
・
指
名
主

(
神
奈
川
県
警
克
翼
翼
所
)
区
一
円
申
し
、
室
刀
法

γ交
付
キ
受
け
た
一
申
し
、
交
人
白

2
0、
入
塾

域
内
田
次
白
樺
留
地
を
一
般
花
譲
渡
す
一
申
し
込
み
舟
紙
(
譲
受
申
詩
書
)
に
必
一
嗣
め
た
人
に
よ
っ
て
、
競
争
、

る
と
発
表
し
た
。
一
喜
一
事
官
更
し
、
個
人
。
場
合
は
住
一
施
し
、
譲
受
人
主
尽
王
。

[
譲
援
す
る
保
留
地
}
一
民
語
訳
抄
泳
号
、
ま
た
法
人
白
場
合
は
謹
一

マ
高
浜
台
刊
日
《
品
(
一
六
五
，
一
一
一
二
格
証
日
明
書
亭
添
付
由
う
え
、
申
し
込
ん
F

d
)
高
棋
A

百
八
品
国
予
定
地
北
側
一

マ
高
浜
台
お
1
日
(
一
一
友
二
・
一
一
七
一

が
)
日
華
売
公
益
身
寮
北
鋪
一

マ
高
浜
台
幻
1
3
(一一一八
0
・
開
。
一

」
町
)
日
本
専
売
会
社
独
身
寮
東
隣
り
一

マ
札
場
町
幻
1
3
(一
一
九
九
，
九
百
一

副

)

競

輪

場

四

割

側

一

門
申
し
込
み
用
紙
交
符
受
付
〕
・
昭
利
一

四
千
七
年
五
月
十
八
日
(
木
)
か
ら
同
一

五
万
一
一
一
十
一
白
(
京
)
ま
で
。
午
前
八
一

時
三
十
分
か
ら
午
控
玄
時
ま
で
。
市
役
一

所
隠
階
開
発
諜
計
耐
関
係
(
た
だ
し
土
曜

日
目
午
後
お
よ
ひ
日
曜
百
は
除
く
)

{
申
し
、
惑
の
の
で
き
る
人
}
・
淡
渡
代

金
の
支
話
い
が
一
確
実
と
認
ゆ
り
れ
る
人

で
、
昭
和
羽
十
七
年
五
月
十
七
日
現
在

平
塚
都
市
計
函
連
業
止
地
区
霞
惑
溺
区

商い納め忘れの保険料{点・.

間最近、 E国民年金は非常!と注目されてきたが、ど
んな点が有利でしょうか。

答罰民年金は閣の制度です。 ζれに加入している

と虫次のような利点があります。

さらにその2分の1の

@あなたが納めた保険制の総額は、年金を受げはじ

めてから、約2年でもとがとれる。

①物価の変動や生活水準の向上iζ応じて年金額壱弓i
きょげるよう法樺で決められています白

④白書民年金の加入販腐と、他の公8~年念のお入拐聞

は通算される.

間わた〈しは7年も前[と加入しましたが、厳拐の
ろの保険制は納めでありません。なんとか、将

ません

七、

答 書記険;jii下は納耳耳E民力'G2か年号7工返すると{時五ゲこ
なり、納められなくなります。

ところが、留は特別に、古い納め定Jれている保険
制も、 ζとしの6月初日までに浪って1か月 450円

の郡りでさかのぼって取り扱いなんとか年金ヵ;受け

られるよう最後唱措置を尖漉中です。せひ、 8月中
iと納付してください。
くわしいζとは開校年金課へ。
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震

の

消

費

語

皇

室

向

上
Feは
か
る
う
…
聾
さ
れ
た
。
霊
は
、
産
七
月
と
+
喜
一

え
で
、
景
援
な
費
棋
が
昨
年
度
白
平
塞
市
消
費
生
…
問
、
消
費
生
活
モ
ニ
占
ー
が
実
際
比
質
物
を
し
、

活
モ
ャ
一
点
l
一
一
一
十
人
の
調
査
百
報
か
ら
集
計
さ
…
と
れ
宇
品
翠
訂
し
た
も
の
で
消
費
内
容
が
あ
ち
出
げ
る

れ
、
と
の
ほ
ど
、
墾
首
雪
し
て
市
民
遅
か
ら
発
刊
角
度
か
ら
ゑ
析
さ
れ
て
い
る
.
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・
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週
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・
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鉛
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・
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催
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翠
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・
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ど
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家

庭
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意
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教

室

も

一

諸

問

ド

/

マ

8
月
習
/
マ
茸

照
内
の
愛
都
ヂ
ゴ
チ
ャ
Y
(
D
m出
掛
関
一
市
内
情
鼠
下
宿
花
、
市
立
と
し
て
は
一
円
v
罪
縫
薮
護
学
組
(
幼
児
由
し
つ
け
、
一
泊
臼
/
マ
ロ
月
M
百
/
マ
3
月
9
日

硝
号
、
書
館
な
ど
白

ZA買
を
開
催
一
十
六
番
目
の
中
原
汽
会
館
が
震
、
四
一
育
て
方
等
の
話
し
合
い
の
学
説
)
一
時
時
聞
は
、
午
前
玲
時
か
ら
午
後
3
時

ゆ
す
る
。
市
内
宏
、
中
学
生
警
が
た
玄
十
八
日
に
開
館
し
た
。
己
の
公
民
館
亨
栄
嚢
空
襲
由
ヒ
ン
ト
、
正
し
一
室
-
一

8
0内
空
間

e

r刊誌
J
町
一
時
間
九
日
一
山
内
向
U
V
7
U
U長
時
計
四
目
一
円
諮
問
J
4

詰
γい
で

に

保

母

と

清

一

補

制

〈

さ

毎

一

時

か

一

り

四

時

一

一

一

斉

一

可

一

霊

堂

ど

)

一

作

業

員

募

集

師

寺

。

一

一

階

星

空

調

理

室

、

妻

一

語

哲

整

(

溶

接

室

、

帰

人

卓

一

市

総

務

部

職

員

君

、

震

・

諸

口
(
墾
円
口
)
五
月
二
十
八
日
(
臼
)
一
談
話
盗
、
事
務
官
示
、
て
一
昨
聞
は

A
O平
一
斑
域
主
吋
予
定
)
一
伊
業
員
若
干
名
を
募
集
し
て
い
る
。

内

午

前

九

時

か

ら

午

後

民

時

一

一

平

分

。

一

方

針

の

集

会

担

当

亦

雪

。

一

一

精

華

は

五

月

二

十

日

(

さ

午

前

ト

マ

き

ろ

・

文

化

セ

芸

品

展

示

一

菊

襲

警

は

〕

一

精

薄

者

巡

回

相

一

中

ま

で

に

埠

真

ち

ょ

う

宮

童

書

を

め
金
は
県
立
青
少
年
会
館
。
一
マ
剖
周
一
書
室
で
に
「
申
し
込
み
一
談
日
程
決
ま
る
一
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

帥

マ

対

象

・

小

学

生

・

中

学

生

。

一

番

」

花

関

白

時

、

使

う

署

、

人

員

一

一

マ

保

母

・

昭

和

四

五

年

一

ニ

月

以

壁

文
マ
必
要
な
も
?
襲
、
写
生
用
具
。
一
代
表
者
民
名
、
述
絡
先
全
文
の
う
え
一
市
福
祉
事
務
前
零
議
は
市
内
在
住
一
業
し
保
母
と
し
て
の
資
椅
か
あ
る
人

(
た
だ
し
盛
田
肘
紙
は
市
教
合
丞
一
員
会
一
申
し
込
む
。
一
の
知
恵
お
く
れ
の
方
の
縄
々
な
相
誠
に
一
マ
情
捕
作
業
員
・
昭
和
十
年
六
月
一
日

で

渡

す

)

↑

門

事

構

内

容

は

v

}

一
応
ず
る
昭
和
四
十
七
年
度
の
相
説
白
を
一
以
降
出
生
し
た
人
(
幻
繭
未
満
)
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実用新案

重量 密

φとき@毎沼書事2適 Eヨ
の Jヨ曜日 10待 ~15符

舎と ζ ろ@子宮設所商工

諺長 γli:I.， (22) 17∞向様422

4静毎J.l草野8木曜望日
官官民相談窓

下請取引あっせん

書午

穣

特
街

A
V
初
年
度
俸
給
月
額
一
一
一
万
円
(
衣
・
金
@
儲
駒
市
凶
曽
町一

品
智
身
分
は
帖
付
別
職
問
出
家
公
務
員

品
智
問
い
合
わ
せ
・

8
衛
墜
平
塚
事
務
所

答
。
侶
六
一
一
一
間
六
一
六

O



き
れ
い
な
伎
み
よ
い
ま
ち
に
庁
議
っ
て
‘
五
月
二
十
一
日
(
臼
)
、
午
前
八
持
、
全
市
い
っ
せ
い
に

雪
大
議
議
警
告
@
あ
な
た
皇
室
わ
り
室
路
は
ま
い
で
事
。
言
、
会
市
壱
あ
げ

て
中
究
施
す
る
春
田
武
滑
捕
に
静
加
し
て
ほ
し
い
a

や<><>青年教室学事及生募集。。守

口構

口申

む繍鞍期間.4T事 5湾~将軍2汚

18時~20時

口事室車場所ー早朝替るか年金輯

口事 録・火縄富山車瀦求額..一般教聖書

本車畳ペシ宇、総圏金曜哩車電

梧，市内在住容動的18-25緩望号女

込.r官腎卦年探へ 51苦15S~28Sまで〈午後

5時まで受付〉

口事費用・籍軍草 ζただし索中スト時等興費調書量ま

億土こむのはげしい水産物壱毎月第3金日記臼

iと安〈販売します

@第 2 回~5 月198 (金)14時とる

いか 80fS (市価 15む円〉

C次回からあじ、さば、さんまコ

主催。 卒採魚務業協潟組合

協賛@



..とき・ 6J310日〈ニiニ) -13 
日 {クく)
や沼的地-，尾瀬沼(尾瀬ケ原
車重岳}

φ参1.J~愛， 6，500内 (2治、貸
昔日パス交通費)
φ募集@先達費 1∞人まで
命申込。見聞す合体育館内体育
認へ (TE L 31-3060) 

指定工事 l吉喝 事務所習を描 環器

扶桑工費量紛[蚕原町 7叩 24i 32叩 3.200
織小 JII 工業北壷自 814-2 58-2121 

荒 川ズ曹 台二ミEヱ設数重繍重 鰯戸野f!手寺盤霊議媒之議ケ王議宮王 923 
31-7036 

朝司ィ 1 -17 31 -1 817 

#山 1.050 55-3617 

総井上工務庖 車王杏町 17凹 18 21 -1 8 1 6 

早 JI[ポンプヱ毅所 幸町 23-16 22-2489 

大沢工業総 寺田縄57匂 2 58-0822 

鰯鈴木ポンプ癌 篤入 2783 21-1648 

措俣管工事底 平壌 361 6 32-1546 

古矢謹設紛 平壊 2224 31-0252 

保安工懇紛'f曜営業所 平場新宿 1 24-6 21-3625 

大熊工索 E膏 中原下宿 1031 32-1303 

鈴鈴木繁軍機窓会 老松町 17 61121-0711 

鞠 JII 合ヱ業所 八重咲町 6-崎 7 21向。 674
総上村管工事 l苦 富士見町 7 -12 31-1658 

織ニHと樺設 r胃 中原上宿499-2 32-6027 

東邦設備興業構j中原上宿 6 8 3 31-2222 

中既設構工業総 中車下徳309-4 31-5482 

東構管工業総 河内 477 32-4204 

大沢荷金工業所 韮平 9- 2 32-2143 

事時寝間ヱ務 I苫 棋浜町 1叩 3 32…21 1 -4 

関 111 ヱ重量俗 中原下翁 1243 131 9265 

将司富士工業所 宮の前 7-1 -4 21 -1612 

山曹毅儲工業主韓三子壇営業所 南車 1 1 0 32-1038 

総務掴工務 1苫 平場 1975 31-1944 

神奈中ヱ襲撃詰 珂内442司-2 31 -1 B 2 1 

持母池沼設備工業 平場 8 05 31-1751 

幹事双葉設構工議所 虹グ浜 11日 14 32-2895 

悌村松設犠工業 高畳鼠 13- 1 32-0865 

築田興薬鋪 北金目 13 40 58-0200 

山本設鍵 I 議所 ヌ王 鰐 8.3担 9 132-4863 

総 主 檎四之宮 41 3 155-4120 

{三車工業総 書教訪町 1 - 6 32-6272 

拝金友部管工 大神 297 4 55-0514 

童E増設備工業暢 中原上宿 1091-4 31-5256 

ili県L 一央貫
掌〕許直下f!i2o二←主主

開発鰯|手京王宿 1286 

淳書草は事事9惚翻署警句騨

霞主舞台平塚駅北[ゴ

午前9時3C分

匂弘

〈雨天の場合、農業会館

}ζ午前10時集合〉

盟議望 書謂 郷土研究罫も高潮慎吾民

盟主語行翁 弁当、水筒、ピニ~}!.-ふ

ろしき

翻コース 平塚車問 拍車苦袋一大塔街
稲荷ー不動堂一馬入神関

投-j輯塚一蓮光寺号篤

須賀湊由狩



<> 

鵠隣室正購示しないと蕗自静麓1;:

関4汚から国民健康保険の保険誌が新しくなっており
記号や番号もかわっています。

意庁保険託主主医院の窓口へお出しください。

保険震を提示しないと自由診療となり、医療費は全
額個人負援になります。。注意ください。

もし平塚に関東大震災

ぐらいの大地震が起き

たら、どんなことが心

配ですか

Tel 045 (201) 4013-4 
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第23屈

とき・ 5月16臼""<21A 

会場 e県立平壕青少年会館 く念〉

9時，.._，12持
翼公課館/翻訪露7金重複

φ13時~開時
結氷駒内会館/

畏館、

見公

警

内容，県下1富士組織の議選部体の代表
作家264人の力作発表。

主催@神奈川県議選連盟/神奈111県
教育議員会/平塚市教育議員

会

後援@神奈川県パ蒋草壁、市



四
月
二
十
七
日
午
後
三
時
、
市
内
大

島
七
七
立
番
地
、
構
缶
宗
一
ニ
さ
ん
宅
が

強
盗
に
襲
わ
れ
た
9

・
・
と
い
う
暫
定
の

も
と
に
、
付
近
伊
震
が
害
加
し
て
白
防

犯
槙
提
訴
緩
が
行
な
わ
れ
た
@

轍
世
間
町
署
長
田
町
間
が
始
ま
る
主
白
、
ご

と
か
ら
と
も
な
く
ひ
と
り
の
勇
知
誤
認

花
侵
入
、
あ
き
品
開
ね
ら
い
よ
ろ
し
〈
一
不

審
在
行
動
与
?
と
白
地
め
た
。
見
駒
田
お

担
ぜ
い
の
昏
加
者
も
、
最
初
は
軽
い
気

持
ち
で
見
で
い
た
が
、
犯
X

八が幽門(さん

に
発
見
ぶ
れ
て
ナ
イ
フ
壱
突
き
つ
け
、

強
盗
花
房
長
っ
た
あ
た
り
か
ら
迫
力
を

お
び
、
部
揮
と
も
息
え
ぬ
繁
援
が
め
た

り
ι

を
ワ
つ
ん
だ
@
h

モシモシ11事番グ強盗てすシグ

や
が
て
一
一

Q
番
ノ
。
訓
練
を
知
ら

き
れ
て
い
な
か
っ
た
伊
欝
原
警
の
パ
ト

カ
ー
が
す
イ
v
y
h
官
鳴
ら
し
て
わ
ず
か

五
分
で
到
着
。
そ
の
緊
迫
し
た
空
法
定

見
物
人
も
晶
闘
が
ζ
わ
ぼ
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
e

棋
高
駐
在
務
員
や
車
窓
護
の
パ
ト

カ
ー
主
招
つ
い
で
到
着
、
初
動
議
査
問
閥

均
付
近
に
議
設
し
て
い
た
犯
人
(
討

議
員
)
品
検
挙
し
た
@

饗
事
審
で
は
事
加
者
に
用
意
白
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
な
っ
た
が
、
犯
人
白
人
相

特
徴
な
ど
箆
民
自
身
叫
勘
盟
主
ほ
ど
罰
記
憶

が
あ
い
ま
い
で
、
訓
練
と
は
い
え
、
そ

の
恐
ろ
さ
と
迫
力
花
、
あ
ら
た
め
で

防
犯
担
麓
察
室
安
撞
握
認
し
た
@
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事嶋趨亀

岡明

市
開
謡
ザ
ハ
ム
社
が
四
月
民
公
募
し
た
四
百
人
の
見
学
者
が
訪
れ
、
合
社
上
の
人
が
申
し
込
ん
だ
。
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{検量需と議議書 量豊み告おせ総せJ弘幸}



司?>))時E岩絵獄減骨骨溺務械器P溺務部坊協骨耳切砂溺務協綴お話争議務協務富世議拐滋滋務滋務妨古車滋磁波激務事~>).醇

1 

大

喜

一

婁

簡

の

評

論

家

網

島

洋

子

図

書

碧

一

一

一

票

1

音

楽

」

ム

月

末

筆

号

5

員宿

vg

民
A
指
吉
、
五
亙
一
+
白
(
土
口

1
時

ル

比

て

:

・

hvス
テ

ν才
コ
ン
ず
1
ト

eh月
初
日
6
月
初
吉
(
会

半
か
ら
3
時
ま
で
図
書
容
。
階
ホ
i
ル
マ
ス
テ
レ
オ
コ
ン
す
1
ト

5
月
初
吉
午
捷
3
時
「
ピ
ア
ノ
名
踏
襲
」
@
溺
療
費
出
し
お
万
構
想
定
一
る

h

で
「
淋
し
い
プ
メ
』
カ
」
内
議
し
て
講
(
生
)
午
投
3
時
半
「
フ
ォ
ー
ク
マ
映
画
会

0
0
月刊
U
H
口
(
臼
)
午
…
れ
し
い
れ

3
6
;
u
，

Z
D
Z

Lzd行な
い
ま
す
重
量
。

2

5

f

i

j

・

品

目
日
佐
静
子
.
…
望
備
で
マ
己
ど
も
腕
商
品

5
舟
紅
白

(gvζ
ど
も
量
子
。
月
宮
(
臼
)
霊
的
需
要
主
ど
ま
っ
内

:

i

…
は
昭
和
集
午
前
提
と
午
後
2
君
2
図
上
段
午
前
語
と
午
後
2
雪
品
義
人
貸
し
出
し
と
器
貸
し
出
主

度
に
思
議
百
れ
た
方
全
部
と
紹
和
幻
年
「
白
い
鯖
」
ほ
か
高
ミ
リ
撃
襲
撃
金

6
月
鈍
せ
文
二
十
万
一
千
百
一
一
一
十
一
一
一
冊
b

sb月
史
宇
壱
卒
業
さ
れ
た
方
の
思
議
議
マ
こ
ど
も
ス
テ
レ
オ
コ

yサ
I
ト

5
R
お
宮
(
土
、
日
)

9
時
か
ら
り
翠
皮
由
自
国
時
増
で
あ
っ
た
。

@
大
海
壮
一
蝿
の
綱
高
津
子
底
え
と
利
回
出
野
市
山
更
薪
を
4
月
か
色
仔
な

R
n
H

〈
土
)
午
後
宮
時
「
自

4
際
司
十
受
講
申
し
込
み
惇
b
月
お
涜
登
議
者
は
一
万
六
千
占

づ
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
菊
煎
者
は
烏
」
ス
テ
レ
オ
と
ス
ラ
イ
ド
か
ら
翻
謹
館
で
持
け
付
け
ま
す
。
で
、
4
4
七
万
人
口
白
一
{

理
審
友
田
虫
と
際
書
貸
出
菅
つ
け
る
さ
き
K
申
し
出
て
く
だ
マ
ス
テ
レ
オ
コ
ジ
+
lト

6
月
3
自

体

館

留

品

開

t
o

館
の
枠
開
催
で
、
第
3
白

書

い

。

(

止

)

午

後

3
時
「
ポ
巴

H
4
3
l
v第
遇
万
韓
日

J
4
7

ス

ド
キ
ュ
ぷ
ジ
ト
花
つ
ほ
ん
党

エ
ル
ピ
ス
・
ゲ
レ
ス

y
i傑
作
策

コ
ジ
パ
グ
ク
/
ト
ム
・
ジ
ョ
l
V訳
a

タ
イ
F



臨毒装ひらつか
一一ぷA;百議議録数認可コ

訪接種会場産克 j 陀間野一時鵠カレンダ吋一一一 ;7月4日花水公組
問 中原公民鰭 lr一一一一「

札現言問(露間! 麓痘と野本鱗爽 !一1……
1 I 由 ，.... I ¥どなたでも受けられます。当日はほ

! 1 1 鐙l鳴海鵠，1!(開講車爆葱溜機欝袈琵翻鰯轍謹欄蕗鞠捺鶴 j子明暗忘れずに持ってきてほしい
i I I i ・午前9日寺30分-1偲初日分
: ! 輔1盟問問穣

君子三舎ナ錦町日と問問~ r…………旬、…一一…………一一…一一τi経過して臨までの幼児) 1 5月18臼〈ね 童相公民館

翻のおお22521?幼児仁21 !内藤 美和ちゃん 警護難鶴鱗欝議護マ jj言ZZT211主主3512ζ芝:宅 iム?ii木;喜22EZ
J号γ切222ヲ字ごンキ判長 jiないとう みわ 護護欝墾転向 11~印の舗は午後 2時から 3時まで jt 日記竺想霊会所
こ一h=l，<!:::/r_?i".1I札 Jほ~ ~合住前土E雲14回-3番組牛野肉 議議議灘援給与幾多弘、 I~盟巡回(l侶め〉 i 'ib回、、J 附崎日民間
けられません。: !Jo勤務の嶋監ざん【3lC母国語 欝鶏藤議殺警!1 6月日臼金自公開官箆中央蹴! ~ 22日閃 吉沢公民館

る入、ひきつけ、けいれL; ~← r ー 耳開巳勾 幾襲撃謬援護議滋透綾シ~ ! 牛抑可常国 ; 7 月 6 臼 α~)

んをましたζとがある人は、かか jjz，JiZ2J:;:2352 警特務， f T 108 ;~:~閣官援金問公 γm∞ 盟公民館

長2認ず 相談してから受~ ~和ちゃん。抑えち山遊んでも 襲安川 1 ; 民館印公聴 け m ∞騨公民館
時間午後。1…戸時 ~ i一大胤特技?は、すわ 撃的、J 19四 戸阪民館検問団地築 i '" 278 (;;0 金呂公民館

63時まで 1~ったまま足ではいずξ珍芸の持ち主 饗喜怒 ii 会場 2 料降の臼混と会場は次号で@
認印の舗は午後28寺-3持。 i ~だ。 製診な 1 ! 6月13日新中原主従館問崎公 i
?苦言3金呂公閥桜中央農協 j~川孟平塚市、ママは広域限￠出 議場開鱒鞠鰭書記 j 民館 j 

? 。今月は応募73人¢中か5、三産相 寵議議議務理滋緩議姦緩轡努醐 ~ ; ? 14臼 富士見公民館旭公E毛館 i
s t沢支所 i iちゃんに決定した。 十十γ 一六一一一町立高指 ~ ~ ? 15日 大野公民館 神国公民館 i

公民館総拙 i~~\/V~'-vvtV(LO ~ i ? 238須賀公開富松原公閤 i 白畷体献舗を救うため、平家
~ ~一一一一一一一一一一 i ~沙問崇善公開宮 j制限は策糊腕演に交代診療

;;詰言語匙持22221〈募集〉設整夏草資計議主らざ皇室主主室長持率!!ιzz〉花水公民館 jzzf 
ク問武野公出富糊島公民: :を密いてお出しください。応裁判年未満に赤ちゃん、 1人 1放問。ij6月初日相公開※中央農協 j醐 2官制緩厨は北側の底脚

ますoどしどしはがき吾くだき';...:'0_.，.....~.~.___..~__ t 原則として診療に応ずるととになっ
て先・平塚市浅間町古藩1j号・平塚市役所広報諌赤ちゃん弊熊僚。 Ii ct沢支所

d' 29百八憾公開演内部治療~ i輔毎月f腕 λのうえ、一人わ広報b紙lζ掲載、記念写真と掲載広報紙lofg ? 17臼 糊回公民館器金融 iている， r開 Jであって者拾により
; !部を主主しあげます。(広報課コ Ii 民館 捺城島公民館 j変更もあ

~ 3お0日 花花:水公民食館官 主索霞賀公民館 i ι 叫…山叩…叩叩…酬…山制町…u
ク 3問1沼日 薪中原公民館 松原公民 ! 5月2お5日 長崇言醤公民宮館官 神問公間官 j 告問月7尽 革新弄中原公民鎗 1松::;m際京公E昂弓 i 企鍋場 i て引hい、前るゐ。

宜冨 ，幻日声菖土見公民館旭公民館 i 茸富 i ? 20日 新中原公民館誌伐締公 1 盟共済病院 e…....(32白1950)
盟判定問 ! .. 308 大野公民館※挟島公民 j 一一………一一一 …… i 民館 ， 輯平覇市民購読 (32間的5)
月24白金包公民館液中央農協 j 館 j 欝鷲欝欝欝懇欝祭欝警察繋護費 i .t 21日 富士見公民館加公民館; 臨済生会情説・ αI毘0520)

止沢支所 i 6月 5百八絡公民館側回地祭 i 機織機繍鋤麗 ~ 1-' 2よ尽大野公民館神田公民館 i 輯苦察室量購競“一 (22筒41日5)
.f; 25日開問民館援金問 i 舗 i …轍繍僻機織繊同開糊 il' 30日須賀公民館棚公民餓 i 罷禽田病院 ・.(21間 570)

民館捺同時公開宮 ; ? 6臼 花水公民館須賀公民館 j闇対象・初回仁援滋当日iと潟三裁を 7月 18 主主善公民主宮 ; 関永瀬持続 。 (21箆ω11)

策語審さ詣キ-Eハで支蚊 J 支弓管室童市
量三菱詩吟322i雪量言語事豪雪量
繋ご守長時要2δ芽高三 季三岳警喜主義
日三 E と各虫". J) /'一 月ーさ、たーで
重量コ T，め由 肘 z 、内 o /・いあ抗般は

匂汚芸言語222ミ言。言語言語
可申 ニ~ I ~ 壁剤 し殺の需

J 7 57 Z五 五喜重器

関輔自の急患

@ 

特
花
、
毒
り
締
り
誓
重
し
、

常
時
県
内
在
巡
習
し
、
放
し
飼
い
の
取

り
締
り
抱
議
と
前
町
一
犬
の
撲
滅

κ乗
り
出

す
e

犬
花
関
寸
急
合
情
相
談
は
、
ぜ
ひ

犬
管
理
セ
ン
h
M
i

へa

マ
所
在
地
・
平
塚
市
土
商
問
問
。
一
番
地

7
T
E
L
-
m
-
一
ニ
四
一
一

T1f .tミセンターでの挙式の申し込みには使
間科会と印鑑iJi必至芸です
市へ払い込んでいただく料金はヨたのとお
り。

<>結婚式草号

。被露宴会場

市民センター使用料金

警
告
、
書
(
ヰ
震
が
ら
つ
に
し
ま
し
ょ
う
e

ぐ
ら
れ
た
ヲ
ク
チ
ン
〉
を
、
皮
庸
に
な
お
、
と
の
種
目
担
は
二
識
を
過
ぎ
は
、

蓄
し
て
免
疫
喜
美
警
に
か
で
初
め
て
接
種
を
す
る
と
、
翌
日
後
遺
け
な
い
富
品
円

か
ら
な
い
よ
う
K
し
よ
う
山
子
ιρ
も
脳
炎
比
か
か
る
議
が
高
く
な
る
。
滋
け
い
れ
ん
を
起
ζ
し』

の

で

す

密

室

福

詮

な

る

揺

は

年

齢

か

す

入

品

察

必

要

で

す

①

特

別

皐

と
の
交
係
援
は

5
a
z
F
F
3

・
h
w
a
p
h
'
z
i
i

療
が
あ
る
人
は
、

人

間

室

蘭

や

結

締

閥

幹

由

一

て

平

よ

姑

却

恋

心

掛

院

を

よ

く

事

長

ど

相

撲
を
お
か
し
て
、

-
1
J
3
J
司

J
F
E
2
3
E
B
B
:

刑
制
し
て
そ
の
翁
罰

死
亡
率
四
一

0
2

一
次
岬
加
盟
死
亡
率
措
錦
町
均
に
し
た
が
う
£
う

い
う
高
い
散
液
晶
u

w

比
し
て
ほ
し
い
e

示
し
て
い
ま
す
。
す
む
に
し
た
が
っ
て
高
く
な
る
ご
い
な
に
か
量
号
、
初
種
目
概
が
お

環
在
、
わ
が
国
に
は
天
黙
症
は
発
生
わ
れ
て
お
り
、
と
め
危
険
は
初
一
種
注
ぐ
れ
た
場
合
は
、
い
ろ
い
ろ
な
横
笈

し
て
い
ま
せ
ん
が
東
雨
ア
ジ
ア
と
の
に
殴
ら
れ
て
い
る
白
で
、
一
一
度
め
、
号
i

十
分
存
な
っ
て
か
ら
一
種
痘
を
吉
令

往
来
が
幸
い
昨
A
司
、
愛
児
に
は
ヲ
与
9

一
一
度
め
の
頼
躍
で
は
問
題
が
あ
り
ま
白
で
、
市
の
揖
生
震
で
行
な
っ
て
い

種
痘
を
う
け
手
防
体
制
壱
と
る
よ
う
せ
ん
@
思
集
団
接
種
で
は
受
げ
ら
れ
ま
せ
ん

1. 300河

(3~名以下) 750月
仁部名以下) 1.2∞門j
く鉛名以下コ 1.500丹

市民センターの休館日は毎週f.l耀詞です

.. (22) J 700内線434

周平塚市内の中小企業者の審議振興在留約として王子塚市中小念

業会議総度が用意されています。神奈川線，箆の金融斜度に

つ山でのご案内もいたしており議ず@どう



札
U
制
官
位
叩
似

h
間
昨

H

輯
れ
拾
い
一
法
品
開
麗
霧
築
中

…
.
配
.
…
平
塚
京
語
金
で
は
、

・
い
ま
金
属
亭
議
集
し

τい

る
。
水
掠
壱
習
っ
て
、
水
難
事
故
防

止
と
技
術
、
そ
し

τあ
な
た
自
体
力

向
上
「
浸
立
て
よ
う
。

マ
費
格
・

Mm語
以
上
む
身
、
出
。
ま

た
は
+
名
以
上
田
弱
体
。

マ
入
金
金
円
岸
関
〉
・
僧
人
一
一
首
馬

問
体
一
千
五
雷
除

マ
申
し
込
点
先
・
}
一
色
ス
ポ
!
y内

平
塚
京
掠
協
会
円
紅
谷
町
弘
5町出

電

m-
亙ハ

g
o

輯
高
説
密
接
の
金
額
一
は
，
3

県
平
塚
療
鍵
薪
は
高

血
夜
援
の
た
め
謹
厳
で

開
高
申
の
渇
ー
ま
た
浅
滋
し
な
が
ら

働
い
て
い
る
人
の
た
め
に
1

血
立
測

定
や
賞
事
指
導
的
議
四
四
益
金
開
く
。

い
弱
気
拭
慌
に
ど
う
ぞ
。

マ
と
書
・

5
月
m
品
目
〈
京
)
臼
時
ぬ

分
1r珂
時
ぬ
分
按
煎
は
無
料
。

V
A同
蕩
・
平
塚
保
鎗
所
2
階
栄
養
指

理
室

マ
内
掃
甘
B

展
開
剛
、
栄
養
古
に
よ
る
戚

庄
測
定
と
賞
事
指
導

盟
博
輔
・
九
酬
の
鞠
麗
珊
蹴

一
段
・
沖
縄
杢
覆
帰
と
一
塁

市
鱗
却
周
年
登
記
念
し
て

『
沖
縄
と
九
州
物
援
展
闘
聞
が
筒
か
れ

る。マ
去
月
十
一
日

τ土
台
ま
で
。

マ
揮
屡
7
パ
l
上
必
濯
し
場

マ
梗
援
・
事
層
、
神
奈
川
爆
撃
舟

柑
用
語
恥
撫
協
会
、
平
壇
市
、
平
塚
高

物
克
明
間
八
時

マ
特
別
展
示
と
出
演
琉
球
吉
美

術
品
、
琉
球
持
泊
、
間
麿
苧
一
実

技。
マ
実
説
販
売
・
路
間
四
島
刊
か
る
か
ん

焼
、
さ
つ
ま
揚
げ
熊
京
日
五
十
A

早
ほ
福
伺
白
木
謡
底
大
満
宮
、

梅
ケ
校
餅
翼
演
沖
縄
月
一
一
一
か
月

餅
市
豊
杯
は
四
甲
車
、
関
蘇
輯
に

襲

…

四

百

土

台

、

市

長

ム
式
コ
ー
ト
で
、
市
長
杯
争

帯
軟
式
庭
球
大
会
か
開
催
さ
れ
、
一

般謬
T

事
で
は
、
自
段
ク
タ
プ
の

小
林
・
成
瀬
組
壱
殺
り
、
伊
援
・
阿

蘇
組
が
快
勝
、
窓
寸
は
、
潮
時
ク
3

人口総数

世帯 9
市場面穣

前月比役帯増

p 人口増

市街地73.5犯人
大野 40，876人 00，410" 
量豊 田 3，744人( 928，ク
神 E日 15，393人(3，971 p 
城島 3，794人( 782;fr 
m 時 3，108人( 746'シ
金田 4，641人 ζ1，248v 
j由13，725人(3，664 " 
会沢 4，637人( 993 '" 
金自 8，646人(2，788 '" 

ζ47包 4・1混在〉

市
融
育

研
抽
出
所
ま
だ
ζ
と
ば
も
よ
く
一
蓄
え
な
い
子

家
庭
に
お
い
て
、
そ
の
子
ど
も
ど
も
に
絵
本
骨
骨
量
庶
ま
せ
よ
う
と
す

に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
や
指
揮
予
守
J

高
点
イ
ず
で
す
e

る
ζ
と
が
、
そ
の
~
子
ど
も
の
成
表
@
ス
テ
V
オ
毘
執
裂
i
絵
巻
か
わ

に
と
っ
て
は
最
も
品
業
な
こ
と
で
で
も
、
最
初
は
錯
爵
訳
あ
た
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
巨
分
自
子
ど
も
主
で
す
。
そ
れ
な
自
に
1

阜
〈
形

壱
知
る
む
い
う
ζ
と
は
、
お
か
あ
犯
さ
せ
よ
う
一
と
す
る
あ
せ
り
か
ら

さ
ん
に
と
っ
て
業
外
む
ず
か
し
い
躍
を
翠
く
に
与
え
よ
う
と
し
ま
す

こ
と
で
す
。
多
く
の
湯
合
、
殺
は
そ
白
結
果
、
か
え
っ
て
ス
テ
レ

r

そ
。
秀
吉
田
露
卑
動
中
炉
建
タ
イ
ゲ
が
固
執
し
て
し
ま
う
タ
イ

解
し
、
そ
由
子
ど
も
花
合
っ
た
扱
ず
で
す
。
@
あ
せ
り
型
l
公
園
に

い
方
吾
一

Z
Sで
は

主

目

つ

れ

て

い

っ

て

、

砂

で

く
、
子
ど
も
白
調
実
と
同
点
錦
繍
調
繍
穆
遊
ば
孔
ぜ
る
と
き
そ
の
手

は
か
り
離
れ
た
設
い
方
包
事
紛
轟
轡
ど
も
が
ま
だ
砂
を
た
た

を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
機
器
"
湖
滋
鱒
日
附
い
た
り
、
摺
で
っ
つ
い

お
か
あ
さ
ん
は
ど
う
し
欝
険
事
」
た

2
い
高
階
で
あ

て
も
手
ど
も
を
色
メ
ガ
胡
瀦
鱗
綴
緩
線
鶴
怒
る
白
に
、
砂
山
晶
一
を
つ
く

み

A
で

見

て

し

ま

い

が

ち

ら

せ

た

い

と

い

う

気

持

で
す
。
え
ず
め
結
果
、
子
ど
も
は
い
が
先
に
立
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
そ

ろ
い
ろ
な
問
題
を
憩
ζ
し
ま
す
。
の
チ
ど
も
の
テ
ン
ポ
で
進
む
ζ
と

そ
の
よ
う
な
剰
の
態
度
岳
会
け
を
考
え
な
い
占
イ
ず
で
す
。

て
み
ゐ
と
、
次
白
よ
ろ
日
仏
な
り
ま
と
由
ょ
う
左
貌
あ
鯖
度
は
、
予

す
。
①
観
念
約
期
待
型
i
も
つ
時
ど
も
が
当
燃
で
害
る
ζ
と
も
で
き

載
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
と
い
う
よ
な
G
し
、
多
く
の
京
適
応
な
行
動

う
に
ぎ
つ
与
の
で
、
開
で
も
一
入
で
や
を
起
こ
す
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い

ら
せ
よ
ろ
と
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
ま
す
。
お
か
あ
さ
一
ん
の
調
度
ひ
と

要
求
水
準
が
高
い
タ
イ
プ
で
す
。
つ
で
、
子
ど
も
の
成
奈
の
芽
は
捕

子
ど
も
は
手
も
自
民
も
出
&
く
な
り
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

吋
取
で
詐
る
ζ
と
も
で
き
な
く
な
そ
ん
な
ζ
と
が
な
い
か
ど
苦
か

勺
て
し
ま
い
ま
す
。
反
省
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

⑦
均
一
戦
釜
蕊
型
j
よ
そ
の
手
ど
う
か
。

も
は
絵
本
』
2
4ん
で
い
る
の
に
、

也
担
当
小
林
〉
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